
令和６年度教計画作成の手順 

１ 今年度の教育計画を確認し、スプレッドシートに 

一部改善して継続したらよいこと、全面的な見直しや削除が必要なこと、新た

な取組の提案等。前向きな意見をお願いします。 

２ スプレッドシートを基に、１月中に教頭、教務と相談 

３ ２月１３日までに R６案を作成、起案 

４ ３月６日までに原案データ保存、確認 

 

 

＜ファイルの場所＞ 

J:\★令和５年度 \K_教育計画 にあります。 

見直したデータは、 

校務用→ Ｒ６→K_教育計画 

「R６ 教育計画」フォルダ → 各項目のフォルダに入れる。 

・ MS 明朝１２P、４５行前後を基本とする。 

    上下左右のマージンは下記のようにする。 

  上１５ｍｍ  下２０ｍｍ 左２０ｍｍ 右２０ｍｍ 

・ ページ数を、それぞれの原稿の中央下に入れる。（今年度の入れ方を参考にする。） 

マージン１０ｍｍ 

（例） Ⅲ－１天瀬児童会活動計画 

↓ 

                      －児童会１－  

 

 

 

 

 

 

  今年度、天瀬っ子は様々な活動に取り組んできました。３学期に入り、いよいよ今年度の終わりが見え

てきました。天瀬っ子は続けてきた活動への思いをさらに強めたり、自分の成長を感じたりしています。２

月は、２つの姿を紹介します。 
 

天瀬っ子みんなで整えてきた学校の環境                          2 年担任 團野 奏愛 

朝、準備を素早く終えて「先生、ごみ拾いに行ってきます」と元気に教室を出発

する２年生がいます。最初は１人だったのが、２人、３人と仲間が増えていきまし

た。校庭や天瀬の森でごみ拾いをした後には、「不思議なきのこを見付けたよ」

「きれいなお花を発見したから教室に飾りたいな」と嬉しそうに教室に戻ってきま

す。活動する中で、その季節ならではの様々な物を発見するのが楽しいようです。 

学校全体に目を向けると様々な学年の子供たちが進んで働いていることに気付きます。寒い中でも毎

日欠かさず落ちている松の葉を掃いたり、水やりを続けたりしている環境委員会の５、６年生がいます。６

年生の環境委員長は、「松の木の周りを花でいっぱいにしたい」という願いをもって１学期から活動を続

けてきました。全校の子供たちもその思いに応え、みんなで花鉢を持ち寄ると、松の木の周りに素敵な花

壇ができあがりました。 

学校のために進んで働く天瀬っ子たちは立派です。環境を整える活動を続けることで、心あたたまる

姿も目にします。下級生に竹ぼうき等の道具の使い方を優しく教える６年生や５年生の姿があります。上

級生が下級生を思いやりながら、環境を整えようと温かく指導しています。 

これまで学校全体をリードしてくれた６年生の卒業もいよいよ近付いてきました。６年生が学校のため

に続けてきた活動を引き継ぎ、全校で整えた環境の中で、気持ちよく６年生を送り出したいと思います。 
 

水橋の未来をつくる仲間と                                         ６年担任 上田 清子 

６年生は、総合的な学習の時間に「水橋の未来をつくる仲間と」という学習を進めています。「水橋学

園で一緒になる仲間と仲よくしたい」「ごみが落ちていないきれいな水橋にしたい」「楽しい橋祭りにつ

いて知ってほしい」など、一人一人自分の願いをもち、自分の活動を進めています。 

その中で、水橋西部保育所の子供たちと触れ合いを重ねた子供たちがいます。始めのうちは、小さな

仲間とどう接したらよいか戸惑う姿もありましたが、交流を重ねるにつれ、６年生から声をかけたり目線

を合わせて遊んだりすることが増えてきました。また、小さな仲間たちに喜んでも

らおうと手づくりおもちゃを準備したり、一緒にできる遊びやクイズを考えたりす

る子供もいました。２学期末の交流の時間の終わりに、保育所の子供たちから、

歌や演奏、手紙のプレゼントをもらいました。６年生の子供たちは「保育所の子

たちが一生懸命やってくれてうれしかった」と感激し、別れ際笑顔で手を振った

りハイタッチをしたりしていました。交流活動を通して、普段関わる機会のあまり

ない小さな仲間と関わることの楽しさや、自分がしたことで相手が喜んでくれるうれしさを感じられたよう

です。 

卒業まで２か月を切った子供たちが、水橋の未来を見つめ、自分ができることを考え行動していく姿を

支えていきたいと思います。 

令和７年度 富山市立水橋西部小学校 

   天瀬っ子  学校だより２月号        


